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はじめに 
お忙しいところをお集まりいただき、ありがとうご

ざいます。また、NII には、日本動物学会が SPARC 

Japan の支援を受けており、そのことでも感謝した

いと思います。 

私は今日、非常にスマートなお二人のプレゼンの間

に入って、地べたをはうようなプレゼンをしたいと思

っています。難しい話を真剣に聞くということではな

く、学会はどのようなことを考えているのかというこ

とを図書館の方に分かっていただけるとありがたいと

思います。 

それから、日本の学会がすべて日本動物学会のよう

だと思われても困ります。私どもの学会は 130 年を

超える大変古い学会で、それなりにジャーナルも出し

ており、非常にきっちりした学会なのですが、私のよ

うなちょっと変わった事務局長を雇ってしまったため

に、平均的な日本の学会とは言えないと思います。 

「ZOOLOGICAL SCIENCE (ZS)」は、このよう

な装丁で創刊しました（図 1）。タイトルの下に「動

物学彙報」と「動物学雑誌」の継続誌であるという、

非常に大事な書誌の情報が入っています。 

 

本日のテーマ 
本日は、テーマの一つ目として、2012 年における
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Open Access (OA)と学会出版をあらためて考えたい

と思います（図 2）。なぜ敢えて 2012 年なのかとい

うと、私もいろいろなところでプレゼンをさせていた

だく機会があり、考えてきてはおりますが、実はこの

3～4 年で OA は劇的に変わっていると、学会出版者

としては考えているからです。先ほどの森さんの話を

伺っておりましても、少しの間でも、森さんと話をし

ないと NII もどんどん前に行くのだと思いました。

NII はもちろんクラウドを採用するとは思っていまし

たが、もう既にその動きが進んできているということ

もすばらしいことですし、大変勉強になりました。 

二つ目には、私どもの「ZOOLOGICAL 

SCIENCE」というジャーナルのコンテンツのうち、

北海道大学と京都大学に所属がある研究者の論文を全

部リポジトリに入れて、そのパフォーマンスを調べる

プロジェクトを行っていますが、その結果について、

ご報告したいと考えています。このプロジェクトは科

研費を頂いており、筑波大学博士後期課程に在学中の

佐藤翔さんを中心に進めているのですが、ZS プロジ

ェクトと、私たちが今、ZOOLOGICAL SCIENCE

を発信している BioOne というサイトにおけるアクセ

スの違いについても少し考えたいと思います。つまり、

機関リポジトリのパフォーマンスと、使っているカレ

ントなプラットフォームでの OA 論文はどう違うのか、

という話です。 

そして、佐藤さんは去年「情報知識学会誌」の

No.3 に ZS プロジェクトの解析に関する論文を出さ

れておられ、機関リポジトリのユーザーは一般の人が

多いという非常に重要な結果を一つ出されています。

これを学会としてどう考えるかは後で申しますが、で

は図書館はどう考えていくかということがあるかと思

います。 

最後にもう一つのテーマは、引用とは何かというこ

とです。実は、ZS プロジェクトを構想したのは私な

のですが、私にとってはずっと引用というものが大き

なテーマなのです。日本はあまりにも学術評価がイン

パクトファクターに片寄りすぎており、本当にそれで

いいのだろうかと、動物学会の事務局長としてはずっ

と考えているということです。 

 

敵か味方か―機関リポジトリ 
（講演資料 於京都大学 2008） 
この何年かを振り返るために、過去のプレゼン資料

から、簡単に説明します。2008 年 5 月、京都大学に

呼んで頂き、機関リポジトリは敵か味方かというプレ

ゼンをしました（図 3）。少し前のことなのに、まだ

こういった、つまり機関リポジトリが学会出版にとっ

て、良いことなのかどうかという感じがあったのです。

皆さんご存じだと思いますが、ALPSP の Sally Mor-

ris という事務局長が、RCUK が「論文はデポジット

（図 1）「ZOOLOLOGICAL SCIENCE」 
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しろ」としたことに対して、「それでは現在の出版モ

デルが壊れるではないか」と書簡で抗議をしました。

そのようなことが、まだこの時代はあったということ

です。私たちは ZS プロジェクトを早い段階で始め、

それで京大でこのようなプレゼンをしたということで

す。 

これはそのときのプレゼン資料です（図 4）。いろ

いろなことを書いています。「誰も先のことは分から

ない」。先ほどの森さんのお話を聞いて、本当にオー

プンアクセスが現実としてあるのだとあらためて実感

しましたが、当時はオープンアクセスがこの先どうな

るかは分からなかったのです。 

一番大事なことは、このとき「機関リポジトリを

ZS（ZOOLOGICAL SCIENCE）の新しいプラット

フォームとして考えたい」と言っていることです（図

5）。販売のためのプラットフォーム（BioOne）に対

して、オープンアクセスとしてのプラットフォームと

いう形で ZS プロジェクトを始めたわけです。 

 

オープンアクセス 
（2009 年 10 月 機関リポジトリアウトプット

評価プロジェクト合同ワークショップ講演） 
2009 年 10 月には、千葉大で行われた機関リポジ

トリのためのプロジェクトのワークショップで講演を

させて頂きました。（図 6）。「ZOOLOGICAL SCI-

ENCE」のパフォーマンスの話をするのは、このとき

以来、本日が 2 回目です。このとき話したことと今

とでは、また少し様相が違っていますが、当時は「学

（図 3）敵か味方か―機関リポジトリ 
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（図 6）オープンアクセス 
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会はオープンアクセスを何らかの形で実現する。また、

それに寄与する方法を今後考えなければならない」と

言っています。これは動物学会が考えていたというよ

り、私が考えていたことです。 

そして、やはり学会としてはもっとも興味深い点に

なるわけですが、すでにここでは明確に「最新号を発

信するプラットフォームでの OA と機関リポジトリで

は、どちらが発信力として効果的なのか」ということ

を考えてプレゼンをしています。 

 

動物学会方針 
さて、今日の話にもどりましょう。先ほど SCPJ

の話があって、森さんは、まだ方針をお決めにならな

い学会という、とても優しい言い方をしてくださった

のですが、実はまだよく分かっていない、つまりリポ

ジトリ方針とは何かがわかっていない学会が多いと思

います。私は学会の立場なのではっきり言いますが、

あなたの学会のジャーナルをどうするかは、あなたの

学会が主体的に考えなければいけないことなのだと申

し上げたいです。 

動物学会のリポジトリ方針では、出版 1 年後、出

版版を許可しています。これは私が決めたことではな

く、動物学会の理事会が決めたことです。最初は最終

の著者バージョンという話だったのですが、分類学の

先生から、「最終バージョンでは不安だ。パブリッシ

ャーバージョンにして欲しい。もし名前が間違ってい

たり、動物名が何らかの違う形で出たりすると困る」

という話もあって、出版版になりました。一応、「ア

メリカの物理学会と同じにしています」と言っていま

すが、実は非常に実際的な問題でそうなりました。 

現在、Vol.12～21 までは、BioOne 上で Open Ac-

cess Article として見られます。Vol.1～11 は、今年

から Peir Online で OA を予定しています。日本国内

だけですが、もちろん海外からも見ることができます。

つまり、私たちのコンテンツが Vol.1～21 まで全部、

オープンアクセスで見られるようになるということで

す。 

なぜこうしているかというと、私たちは科学研究費

補助金をもらって出版しているジャーナルですので、

ここまで考えている学会は数多くはないと思うのです

が、やはり OA にそれなりに貢献しなければいけない

と考えるからです。日本の税金を使って出版している

部分があるジャーナルだということを、認識しなくて

はいけないと思っているのです。 

同様の意図から、もともと OECD が正式な学名が

載っている論文は全部集めてオープンにしようという

ことで始めて、今は OECD から独立して各国で運営

している Biodiversity Heritage Library にも参加す

ることにしております。 

 

学術情報世界 
―平和な冊子出版時代が懐かしい 

電子投稿査読システム、アクセス数、有効アクセス

数、カウンター基準等、いろいろなことが次々出てき

ます（図 7）。これを全部正しく説明することは、な

かなか難しいと思います。私たちは、こういうことを

追いかけても追いつかなくて、いつも「次はどうす

る」「次はどうする」と追い立てられています。 

これは海外の学会の人と話しても全く同じです。日

本の方がずっと遅れているのに、彼らにそう言われる

のです。海外の私ぐらいの年の人は、「もう疲れたか

らやめる」とおっしゃいます。そういう状況が世界で

（図 7）学術情報世界 

∗ 電子投稿査読、プラットフォーム、XML、リンク、、
アクセス数、有効アクセス、カウンター基準、コ
ンソーシアム、JUSTICE，著者ID，オープンアク
セス、モバイル対応、早期出版、ＤＯＩ、ＣｒｏｓｓＲ
ｅｆ、タグ、ＤＴＤ、ＮＬＭ、, Ｍｅｎｄeｌｅｙ、著者負
担モデル、クラウド、ＳＣＯＡＰ３、アーカイブ、Ｂｉ
ｇ Ｄｅａｌ、セルフ・アーカイブ、ＩＲ・・・・・・・・・
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起きていて、「疲れるよね」がこのごろの合い言葉で

す。本当のことを言うと、冊子の時代に帰りたいです。

冊子の時代は平和でした。つまり、出版した冊子が間

違っていなければ何もしなくてよかったのですが、今

はそうではありません。紙より何より、そこから出て

くるコンテンツに対するしかけが延々と様々にあるわ

けで、学会は本当に厳しい状況です。 

「ZOOLOGICAL SCIENCE」は、10 年経ってこ

のような形になりました（図 8）。この段階では二つ

のジャーナルの継続誌であるという書誌情報が消えて

います。 

 

引用とは何か 
インパクトファクター（IF）とは、Web of Science

に収録されている雑誌の 3 年分のデータを用いて出

されます。例えば、今年（2012 年）6 月に出る 2011

年のインパクトファクターは、2009 年から 2011 年

までのデータを用いたもので（図 9）、これは現況を

表すものではありません。しかも、長期間のデータで

もありません。では、インパクトファクターとは何な

のでしょうか。 

インパクトファクターは数字として分かりやすいの

で、使いやすくて、簡単です。そして、10 よりも 12

の方がいいように思ってしまいます。しかし、本当に

そうなのでしょうか。 

「ZOOLOGICAL SCIENCE」の論文を見ていると、

出版後すぐに引用される論文、長い年月を経て引用さ

れる論文、少しずつだけれども長く引用され続ける論

文、アクセスは受けるけれども引用が起こらない論文、

アクセスは少ないけれども引用される論文があります。

学術情報流通はデリケートなもので、爆発的にアクセ

スされるものがいい論文かというと、なかなか難しい

と実感しています。 

 

「ZOOLOGICAL SCIENCE」 
「ZOOLOGICAL SCIENCE」は、動物学の総合誌

として、Web of Science の ZOOLOGY 分野の約 2％

を占めるコンテンツを出しているジャーナルです。分

類学から分子生物学まで広い分野をカバーし、多様な

生物をさまざまなアプローチで研究する論文が掲載さ

れています。 

「動物学雑誌」「動物学彙報」の統合誌であり、継

続誌でもあります。「動物学雑誌」は 1888 年に発刊

されており、「どうも東の方の日本という国で、

『ZOOLOGICAL MAGAZINE』というものが出てい

る」といったように、19 世紀の終わりの Zoological 

Record に載っています。しかし、残念ながら日本語

が読めなかったのでしょう、内容についての言及はな

く、書誌情報だけを見ることができます。 

去年の旭川大会では、ウシやインドコブラ、ウサギ、

（図 9）引用とは何か(IF) 

• ＩＦ Ｗｅｂ of  Ｓｃｉｅｎｃｅに収録されている雑誌の３年
分のデータを用いる。

例 ２０１１年ＩＦ（２０１２年６月頃に出る）

A = 対象の雑誌が2009年に掲載した論文数

B = 対象の雑誌が2010年に掲載した論文数

C = 対象の雑誌が2009年・2010年に掲載した論文が、
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（図 8）「ZOOLOGICAL SCIENCE」 
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コールマンウミムシ等々、357 種の動物に関する発表

がありました。このようにたくさんの動物種を研究し

ている学会です。 

これは、2 月 1 日に出る 2 号の表紙です（図 10）。

「ZOOLOGICAL SCIENCE」は去年から表紙を変え

ています。表紙に対しては意欲的に頑張っていて、来

月は非常に美しい表紙になります。去年のデータです

が、「ZOOLOGICAL SCIENCE」への投稿は日本か

らが多く、そこからまたアクセプトも起こっています

が、アクセプトされるのが難しいジャーナルにもなっ

ていて（図 11）、中には「全然アクセプトしてもらえ

ない」と事務局に泣き付く先生もおられます。非常に

ありがたいことだと思います。2011 年に掲載された

論文の分野は、多岐にわたっています（図 11）。面白

いと思ったのは、分類の論文がこれだけ出ていること

と、Ecology の部分がボリュームとしてかなり大きい

ことです。これを見てあらためてそう思いました。

「ZOOLOGICAL SCIENCE」は、生理学論文が素晴

らしいジャーナルだと日本では長くいわれていたよう

です。今も生理学は良い論文が載ります。良い研究者

もたくさんおられます。ところが、現状から言うと、

分類や Ecology から論文がたくさん投稿されている

ようです。新規投稿数の推移を見ると、ScholarOne 

Manuscripts 利用を開始したところからいきなり投

稿数が上がっています（図 12）。注目すべきは、

2009 年 2 月に掲載料の徴収を始めてからしばらくは、

掲載料を取ったのに投稿数に問題がないと言っていた

のですが、その後、落ちてしまったことです。これは

（図 10）「ZOOLOGICAL SCIENCE」 
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（図 12）新規投稿数の推移 

1919

（図 11）2011 年掲載論文分野 
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合計　119編
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（図 13）しかし、投稿数は減少 
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大変なことでした。編集委員会からは、掲載料を取ら

ない方針に変更して欲しいという要求が入り、年間

270 万を放棄することになりました。そして、掲載料

を取るのをやめたところ、また一気に投稿数が上がり

ました（図 13）。つまり、先ほど森専門員がご説明に

なった、ゴールドジャーナルへの道を選ぶのは非常に

厳しいということです。 

「nature」のように、ステータスのあるジャーナ

ルがオープンアクセスになるのは簡単なのです。100

万出しても、今は 70 万ぐらいでしょうか、掲載料を

たくさん払ってくれる著者にステ－タスのあるジャ－

ナルは事欠きません。ゴールドジャーナルになるため

には、そういった著者を世界にどのぐらい持たなくて

はいけないのかということが問題なのです。

「ZOOLOGICAL SCIENCE」のようなジャーナルで

は本当に難しいことです。ですから、私たちにはどの

ようにして OA を実現させていくかという問題がある

ということなのです。 

私は、この表紙がとても好きなのです（図 14）。い

つかペンギンの表紙が欲しいと思っていたところに、

投稿システムを採用することで、ペンギンの論文が来

て、とてもうれしかったのです。

機関リポジトリにデポジットされている 
ZOOLOGICAL SCIENCE 論文数 

ここからが大事な、ZS プロジェクトにかかわる話

です。これは筑波の佐藤さんにいただいたデータです

（図 15）。今、機関リポジトリにデポジットされてい

る「ZOOLOGICAL SCIENCE」の論文は 482 です

が、その 72％が ZS プロジェクトによってデポジッ

トされた論文です。それ以外はあまりデポジットされ

ていないということです。動物学会の方針も明確です

し、研究者の方々は、論文をデポジットしてくださっ

て構わないのですが、なかなかうまくいっていないと

いうのが現実だと思います。

（図 14）「ZOOLOGICAL SCIENCE」 
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（図 16）分析対象論文の機関リポジトリ登録時期 

表 1 分析対象論文の機関リポジトリ登録時期 

登録実施時期
 HUSCAP 

（北海道大学）
KURENAI 

（京都大学）
合計 

2007 年以前 17 0 17 
2008 年 5 月 70 0 70 
2008 年 6 月 0 51 51 
2008 年 8 月 0 32 32 
2008 年 10 月 1 0 1 
合計 88 83 171 

  
佐藤 翔, 永井 裕子, 古賀 崇, 三隅 健一, 逸村 裕機関リポジトリへの登

録が論文の被引用数と電子ジャーナルアクセス数に与える影響 情報
知識学会誌 Ｖ．２１，Ｎｏ．３, p.390, 表1,2011
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（図 15）機関リポジトリにデポジットされている 

ZOOLOGICAL SCIENCE 論文数 

機関リポジトリ名 収録論文数
京都大学学術情報リポジトリ 189
北海道大学学術成果コレクション 107
つくばリポジトリ 54
金沢大学学術情報リポジトリKURA 37
岐阜大学機関リポジトリ 16
東京工業大学リサーチリポジトリ 13
東京大学学術機関リポジトリ 9
高知大学学術情報リポジトリ 8
岩手大学リポジトリ 7
長崎大学学術研究成果リポジトリ 7
静岡大学学術リポジトリ 6
広島大学学術情報リポジトリ 4
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ROSEリポジトリいばらき 3
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神戸大学学術成果リポジトリKernel 3

東京歯科大学学術機関リポジトリ : IRUCAA@TDC 3
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ZSプロジェクト参加分：論文数
全体に占めるZS分の論文の
割合

350 72.6%

機関リポジトリにデポジットされているZoological  Science論文数

筑波大学図書館情報
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分析対象論文の機関リポジトリ登録時期 
ここからは、先ほど申し上げた佐藤さんの論文に掲

載されている表を使わせて頂き、簡単に説明をさせて

いただきます。彼の論文は、北大、京大のリポジトリ

にデポジットされている 171 の論文を対象に、その

パフォーマンスを調べたものです（図 16）。 

 

機関リポジトリ登録論文へのアクセス方法 
登録論文へのアクセス方法には、このような傾向が

見られるという結果が出ています（図 17）。直接アク

セスというのは、サーチのところでいきなり URL を

打ち込むか、もしくはファイルからたどり着けたもの

を指します。サーチエンジンからのアクセス数がやは

り非常に多く、6500 というのはなかなかすごいと思

います。 

 

機関リポジトリ登録論文への 
国内／海外別アクセス数 
機関リポジトリ登録論文へのアクセスは、圧倒的に

海外からが多いようです（図 18）。やはり英語の論文

は海外から読まれるということです。 

ここで皆さんに考えていただきたいのは、日本にお

けるオープンアクセスは何をもって行うかということ

です。NIH は、アメリカ人の健康を守るための機関

ですので、税金を使って出たデータが税金を払ってい

る一般国民に読めないのは困るということで、「オー

プンアクセスではなくパブリックアクセスだ」と何度

も言っています。では、日本における納税者に対する

（図 17）機関リポジトリ登録論文への 

アクセス方法 

表3 機関リポジトリ登録論文へのアクセス方法（N = 171）2008年 2009年 合計

アクセス数 % アクセス数 % アクセス数 %

直接アクセス 1,129 22.7 718 14.2 1,847 18.4

リポジトリ内から 447 9.0 565 11.2 1,012 10.1

サーチエンジン 3,259 65.7 3,324 65.8 6,583 65.7

他のページから 128 2.6 446 8.8 574 5.7

合計 4,963 - 5,053 - 10,016 -

*アクセス方法がアクセスログから特定できなかった場合については合計値から除去している．
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（図 18）機関リポジトリ登録論文への 

国内／海外別アクセス数 

2008年 2009年 合計

アクセス数 % アクセス数 % アクセス数 %

国内から 665 13.5 747 14.9 1,412 14.2

海外から 4,270 86.5 4,254 85.1 8,524 85.8

合計 4,935 - 5,001 - 9,936 -

*アクセス元地域がアクセスログから特定できなかった場合については合計値から除去している．

表4 機関リポジトリ登録論文への国内／海外別アクセス数
（N = 171）

佐藤 翔, 永井 裕子, 古賀 崇, 三隅 健一, 逸村 裕機関リポジトリへの登録が論文の被引用数と
電子ジャーナルアクセス数に与える影響 情報知識学会誌 Ｖ．２１，Ｎｏ．4, p.393, 表4,2011
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（図 20）2008-2009 年の機関リポジトリ登録論文の

機関リポジトリでの利用者 

機関リポジトリ（N = 171）

国・地域 アクセス数
EU 1,611 
アメリカ 1,521 
日本 1,261 
インド 543 
中国 419 
タイ 222 
マレーシア 220 
イラン 215 
インドネシア 200 
台湾 197 
カナダ 185 
ロシア 173 
オーストラリア 160 
韓国 154 
トルコ 130 
ブラジル 119 
ベトナム 114 
フィリピン 113 
メキシコ 100 
エジプト 87 
その他 734 

合計 8,478 

表6 2008-2009年の機関リポジトリ登録論文の機関リポジトリでの利用者

佐藤 翔, 永井
裕子, 古賀 崇, 
三隅 健一, 逸
村 裕

機関リポジトリ
への登録が論
文の被引用数
と電子ジャーナ
ルアクセス数に
与える影響
情報知識学会
誌 Ｖ．２１，Ｎｏ．
３, p.394, 表
6,2011,一部使

用
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（図 19）機関リポジトリ登録論文への 

所属機関別アクセス数 

2008年 2009年 合計

アクセス
数 % アクセス

数 % アクセス
数 %

大学・研究機関等（edu，acドメイン） 524 24.6 499 23.9 1,023 24.2

企業等（com, coドメイン） 512 24.0 404 19.3 916 21.7
民間プロバイダ（net, neド
メイン） 1,095 51.4 1,185 56.8 2,280 54.0

合計 2,131 - 2,088 - 4,219 -

表5 機関リポジトリ登録論文への所属機関別アクセス数（N = 171）

*所属機関がアクセスログから特定できなかった場合については合計値から除去している．
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電子ジャーナルアクセス数に与える影響 情報知識学会誌 Ｖ．２１，Ｎｏ．３, p.393, 表5,2011
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説明というのはどうするのかとなると、どのようにお

考えになりますか。 

機関リポジトリ登録論文への 
所属機関別アクセス数 
所属機関別のアクセスは、大学・研究機関、企業、

民間プロバイダ等々ありますが、民間プロバイダが多

いです（図 19）。佐藤さんは詳しい検証をきっちりさ

れていますので、ぜひとも論文を読んでいただきたい

と思います。 

 

2008-2009 年の機関リポジトリ登録論文の 
機関リポジトリでの利用者 
世界各国から HUSCAP、KURENAI という機関リ

ポジトリを利用したユーザーは、ログから出ている解

析では、ヨーロッパ、アメリカ、日本と続いています

（図 20）。 

 

明らかになったこと 
明らかになったことは、当初申し上げましたように、

機関リポジトリユーザーの多くは、サーチエンジンを

使い、海外からアクセスを行う、研究者以外の一般の

人だったということです。もう一つ大きい興味は、私

どもがかつて使っていた J-STAGE のユーザーと機関

リポジトリのユーザーは重なっていないという、非常

に面白い状況になっていることです。ZOOLOGICAL 

SCIENCE は、今は BioOne サイトに移っていますが、

J-STAGE はかつて「ZOOLOGICAL SCIENCE」が

カレントなコンテンツを出していたプラットフォーム

です。この部分に関する所はぜひとも読んでいただき

たいと思います。自分が共著者に入っているので言い

にくいのですが、大変面白い論文ですのでよろしくお

願いします。 

 

「動物学雑誌」1 巻 
これは「動物学雑誌」の 1 巻です（図 21）。

「ZOOLOGICAL SCIENCE」はここから始まってい

るということです。
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mouth toad Microhyla ornata as revealed by 、、、

22
489-
495

2005
KURE
NAI

72 24

A new species of Amolops from Thailand (Amphibia, 
Anura, Ranidae)

23
727-
732

2006
KURE
NAI

59 6
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23
477-
481

2006
KURE
NAI

55 3

Estimation of age structure by skeletochronology of a 
population of Hynobius nebulosus in a breeding
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（図 22）ZS 論文における京都大学リポジトリ 

2010 年アクセストップ 10 

（図 21）「ZOOLOGICAL SCIENCE」 
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（図 23）ZS 論文における北海道大学機関リポジトリ

2010 年アクセストップ 10 
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ZS 論文における京都大学リポジトリ 
（KURENAI）2010 年アクセストップ 10 

これは 2010 年の段階の KURENAI のアクセスト

ップ 10 の生のデータです（図 22）。引用回数だけを

私が Web of Science で調べました。生態や動物その

ものに関する論文にアクセスが来ています。京大には

良い動物学研究者がおられますが、生理、内分泌、発

生生物のように一般の人が読むのは難しい論文には、

アクセスはほとんどないと言ってもいい状況です。私

どもが生物系の論文を日本語で読む場合、環境や生態、

変わった動物名が付いている論文などは読みやすいの

だろうと思うのですが、いかがでしょう。 

もちろんそれだけではなく、引用回数を見ていただ

ければ分かるのですが、一番下の論文などは今までに

44 回も引用されています。そういう息の長い論文で

あるということも見て取れるかと思います。 

 

ZS 論文における北海道大学リポジトリ 
（HUSCAP）2010 年アクセストップ 10 

こちらは HUSCAP です（図 23）。北海道大学は、

分類の王家と言ってもいいぐらい、もともと分類学が

強い大学です。 

非常に面白いのですが、実は「ZOOLOGICAL 

SCIENCE」のアクセスログは BioOne からはもらえ

ないのですが、京大、北大、東大に圧倒的なアクセス

を受けています。やはり使うユーザーがいるというこ

とです。アクセス数 105（引用 8）の論文を書かれた

北大の先生は、「8 回引用されているのですよ」と言

ったら大変喜ばれていました。 

 

機関リポジトリアクセス論文 
Ecology、Animal Diversity and Evolution、

Environmental Biology 分野の論文にアクセスが来て

いることは明らかです。アクセスされている論文は、

引用回数の違いはあっても、京大、北大ともに多くは

「息の長い引用論文」です。大きな引用、特にインパ

クトファクターに大きく影響するようなものはなくて

も、その分野、その動物種の研究者の間で、コンスタ

ントに（引用する必要として）引用されています。た

だ、これは学会が学術的に見た意見です。一般的の人

のお考えだと、少しまた様相が違うと思います。 

先ほど轟先生も感想としておっしゃっていましたが、

研究者は自分の論文がアクセスされて読まれているこ

とに喜びを感じるということです。学会ももちろん嬉

しいです。ですから、本当はどれだけ読まれているか

ということを先生に伝えなくてはいけないのですが、

これはなかなか難しいことです。 

もう一つ言えることは、やはり研究者は、機関リポ

ジトリでもし論文を読んだとしても、

「ZOOLOGICAL SCIENCE」が公開されている本来

の BioOne サイトを見て、それを引用するという行動

になるということです。「あなたは『ZOOLOGICAL 

SCIENCE』の何を見ましたか」とは聞きにくいので

難しいところですが、やはり機関リポジトリは引用元

として、表に出てくるものではない、そういう側面を

持っていると言えると思います。 

 

BioOne：トップダウンロード論文 
ここからは BioOne の話です。これは 2009 年のト

ップダウンロードの論文です（図 24）。簡単に言うと、

機関リポジトリに使われている論文と BioOne でダウ

ンロードされている論文は、全く整合性がありません。

（図 24）BioOne トップダウンロード論文 2009 年 

Rank Access Article Title Author Issue

1 832
The Origin of the 
Vertebrate .. Jon Mallatt

Vol. 25, No. 
10, 

◎2 776
Structure of the 
Planarian .. Kiyokazu Agata, et al. Vol. 15, No. 3, 

△3 732
Early Jawless 
Vertebrates .. Philippe Janvier

Vol. 25, No. 
10,

4 644
Spring Migration 
Routes of ..

Noriyuki Yamaguchi, et 
al. Vol. 25, No. 9, 

5 590
Cellulose Digestion in 
the.. Gaku Tokuda, et al. Vol. 14, No. 1, 

6 586
An Advanced Filter-
Feeder .. Nori Satoh Vol. 26, No. 2, 

7 423
Identification of a 
Cytoplasmic.. Helen Zhu, et al. Vol. 26, No. 4, 

8 392
Spider Silk Proteins 
‚Äì .. Anna Rising, et al. Vol. 22, No. 3, 

9 356
Advantage or 
Disadvantage: Kazuo Kawamura, et al.Vol. 17, No. 3, 

10 341
Effects of 
Temperature on ..

Md. Saifur Rahman, et 
al. Vol. 26, No. 1, 

BioOne トップダウンロ－ド論文 青はOA論文 ２００９年
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これがまた面白いところなのですが、同じものがアク

セスを受けているということがないのです。これは引

用ではなく、アクセスです。 

皆さんに注目していただきたいのは、2 位と 3 位の

論文です。特に 2 位の論文は京都大学の現在の副会

長の論文ですが、これがなかなか面白いパフォーマン

スなので少しお話をいたします。機関リポジトリの

KURENAI にも入っているのですが、上位には出て

きません。ところが、BioOne のランキングでは 2 位

にいるということです。2009 年の 2 位、3 位の論文

は、2011 年の BioOne トップダウンロード論文にも

登場しています（図 25）。 

2009 年と比べてみると分かると思うのですが、

BioOne サイトで「ZOOLOGICAL SCIENCE」の

2004 年以前はオープンアクセスで読むことができる

ということがそろそろ広まってきたのかどうか知りま

せんが、10 本中 8 本をオープンアクセスの論文が占

めました。実は、BioOne は大変変わった購読料の返

還をしています。学会が例えば Elsevier、Wiley and 

Blackwell、Springer と契約をすると、通常はロイヤ

リティというかたちになりますが、BioOne はそうで

はありません。BioOne は Association Research Li-

brary が支援して作った NPO 法人であるということ

もあって、全体のダウンロード数とジャーナルのボリ

ュームによって購読料が返ってきます。ですから、正

直に申せば「ZOOLOGICAL SCIENCE」としては、

ＯＡ論文にアクセスがあってもお金にならない、

2005 年以降に発行された巻の論文にアクセスが来る

と、購読料として返還されるので、嬉しいということ

です。 

そして、もう一つ注目して頂きたいのが、赤字で書

いた論文です。この論文は、Vol.28、去年の 11 月に

出た New Article なのですが、たった 2 カ月で去年 1

年間の 4 位に飛び出してきました。光を発する動物、

発光生物のレビューです。 

 

2010 年引用トップ論文 
これはまた全く違う話ですが、2010 年の

「ZOOLOGICAL SCIENCE」で一番引用を稼いだ論

（図 27）2011 年 BioOne トップダウンロード論文 

∗ The XX-XY Sex-determination System in 
Oryzias luzonensis and O. mekongensis 
Revealed by the Sex Ratio of the Progeny 
of Sex-reversed Fish 

V.21,No.4,2004年

∗ 総引用回数 １６回

∗ この論文は2010年もトップｱｸｾｽ論文

２０１１年 BioOne トップダウンロ－ド論

文

36
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（図 25）BioOne トップダウンロード論文 2011 年 
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6 469 Excellent Salinity Tolerance ofTetsuya Hirano,et al. Vol. 17, No. 2,  2000
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△ 34
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（図 26）2010 年引用トップ論文 
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文は、東大の先生が書かれた「Resetting mechanism 

of central and peripheral circadian clocks in mam-

mals」という論文です（図 26）。出版は 2004 年です

が、去年の段階で引用数が 13 回でトップです。 

「ZOOLOGICAL SCIENCE」はどのようなボリュ

ーム感かというと、年間の総引用数は約 2700 ありま

す。その中で 1 回しか引用されない論文が 600～700

あり、年間 13 回でトップだということです。この論

文は、随分引用されて ZOOLOGICAL SCIENCE の

インパクトファクターに貢献しているといえます。 

 

2011 年 BioOne：トップダウンロード論文 
2011 年の BioOne のトップのアクセス論文は、

「The XX-XY Sex-determination System in Oryzias 

luzonensis and O.mekongensis Revealed by the Sex 

Ratio of the Progeny of Sex-reversed Fish」です

（図 27）。これはメダカの性決定の話なのですが、こ

ういう単語があると非常にアクセスがあるのです。こ

れが困ったもので、性決定や性行動の論文はアクセス

を受けます。アクセスログを見たいと思うのですが、

BioOne は認めてくださいません。 

 

興味深い事実 
先ほどお話しした京大の阿形先生のプラナリアの論

文は、引用回数はすでに 112 回にのぼっています

（図 28）。2001 年以降は、このように引用されてい

ます（図 29）。2004 年に一度落ちたのですが、また

上がってきて、2010 年にはついに 3 位にまで来てし

まいました。 

プラナリアは「切っても切ってもプラナリア」と言

いますが、進化学的にプラナリアの脳と人間の脳は非

常に似ているのだそうです。そのため、今、脳の研究

をしている人たちの中には、これからはプラナリアだ

という動きがあるそうで、この論文が出てから、ヨー

ロッパやアメリカにプラナリアを研究する研究室がで

きたそうです。つまり、これはある種の金字塔だった

ということです。ですから、必ずその分野に関わる論

文を書くときにはこの論文を引用しなければいけない

ということもあるのですが、112 回はやはりすごいと

（図 29）引用状況 
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（図 28）興味深い事実 
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（図 30）2012 年 1 月 20 日までのアクセス状況 

（国別） 

２０１２年１月２０日までのアクセス状況（国別）
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思います。BioOne の影響かどうかは計り知れないと

ころですが、本当はプラットフォ－ムを移動した後の

状況変化を読み取れると面白いと思います。 

 

さらに興味深い事実 
さらに興味深いのは、わずか 2 カ月で 2011 年のア

クセス 4 位に躍り出た、昨年 11 月に発行されたばか

りの「The Terrestrial Bioluminescent Animals of 

Japan」というレビューです。先ほどから何度も言っ

ているように、BioOne はアクセスログを出してくれ

ないのですが、粘りました。この論文は新しい論文で

すので、本来は購読館しか読むことができないのです

が、この論文は OA 論文で出ています。BioOne では

OA 論文にすることは、可能です。つまり、アクセス

ログが購読館から来ているのかどうか、その割合だけ

でも教えてくれと言ったところ、1 月になってから

18 日までのアクセスログをオートマチックに出した

内容をくれました（図 30）。自動的に抽出したデ－タ

なので、それが Japan の後に東京大学があったり、

名古屋大学があったり、大阪大学があったりしてばら

ばらですが、面白いと思うのは、当然のように

Google の Referrer があることです。これこそが OA

論文だと思います。 

そこで、機関名が入っているものと Edu と入って

いるものを統合してみました。そうすると、1 月 1 日

から 18 日までで合計 297 アクセスあるので、もしか

したら 2012 年もトップになってしまうかと思うので

すが、私が調べた限りでは、90 は BioOne を購入し

ている図書館コンソーシアムからのアクセス、もしく

は大学図書館からのアクセスだと考えても良いかもし

れません。 

これは、正確なアクセスログ解析をしているわけで

はないので、いままでの話は一つの想像にすぎないの

ですが、たった 2 週間ちょっとでこれだけのアクセ

スを稼いでしまうというのは、なかなかすごいと思い

ます。レビューは引用されやすいので、今後この論文

がどうなるかは、非常に興味深いところです。

ZS プロジェクトの意義 
総括的な話ですが、当初いろいろなところで心配さ

れた購読料モデルは壊されていません。逆説的に考え

れば、最初は高額なジャーナルの高騰に対抗しようと

いう狙いから図書館が機関リポジトリを仕掛けたので

はないと思うのですが、先ほどの森専門員の説明にも

ありましたように、購読料モデルは壊されていないと

いうことは、研究者の行動が変わってきていても、や

はり今のビッグディールは維持されているということ

だと思います。 

それから、ZS プロジェクトは日本の機関リポジト

リに貢献したのではないかと思います。今日はいろい

ろな大学から皆さま、来てくださっていると思います

が、岡山大学には富岡先生、竹内先生という大変素晴

らしい先生がいて、いい論文を書かれています。富岡

先生がいいとおっしゃるなら、富岡先生は

「ZOOLOGICAL SCIENCE」にも非常に貢献してく

ださっているので、先生の論文は全部リポジトリに入

れたいと思います。 

そういうことをなぜしたいかというと、オープンに

なっているものはいろいろなところから見られた方が

学会にとっていいことは間違いないと思います。また、

先ほどの佐藤さんの論文ですが、一般の人々の利用が

判明したことをどう考えるか。冷静に考えてみなけれ

ばいけないと思います。 

それから、本当にありがたかったのですが、このプ

ロジェクトを行うことで、図書館と連携・協調でき、

私は随分さまざまなことを教えていただけました。そ

のことで、今、仕事ができていると思っています。 

 

学会として 
動物学会としては、「ZOOLOGICAL SCIENCE」

を世界へ広く発信したことは確かな事実です。今説明

しましたように、BioOne のサイトの中での OA 論文

の動きは、今後よく考えなければいけないと思います

が、オープンアクセスこそ、ログ解析が必要です。誰

が、どのような目的で、なぜそれを読んでいるのかと
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いうことを知らない限り、OA でアクセスが多いから

といって喜んでいる場合ではない時代だと考えます。 

 

公益社団法人として：24 年 7 月から（予定） 
私たちは、申請を出して、今年の 7 月から公益社

団法人になる予定です。研究者以外へ発信できる可能

性を持つ機関リポジトリは、公益社団にとっても、非

常に有効な手段として使えると思っています。商業出

版社と組んでいるところはどのようなお考えを持って

いらっしゃるのか、非常に興味深いのですが、私たち

としてはそのように考えています。 

 
しかし・・・ 
ただ、ここからが肝心なところです。これは

HUSCAP に入っていたある論文なのですが（図 31）、

皆さまは、Mendeley はご存じでしょうか。

Mendeley は、先日、NII が CEO を呼んで講演を行

いました。私は運悪く出られなくて、皆さんから「な

ぜ出なかった」と言われるほど素晴らしい話だったよ

うです。 

Mendeley の広告や広報をする気持ちは全くないの

ですが、まず大事なのは、研究者が論文を書くときに

便利な検索ツールや、論文を作成するときにも使い勝

手のいいツールをオープンソースで持っており、しか

も登録した論文をシェアする形にもできるということ

です。研究者の方はぜひとも Mendeley を見て、使っ

てみていただくと非常によく分かるのですが、研究者

が好感が持てるものだと言えると思います。もし

Mendeley をみんなが使うようになり、持っている論

文をシェアするようになったら、どうなるでしょうか。 

私は今回、このプレゼンをさせていただいて大変あ

りがたかったと思っています。こういうことがないと

なかなかまじめに普段考えています問題とも取り組ま

ないところがあって、今日のために一生懸命いろいろ

調べました。これだけにまとめていますが、実は先ほ

どのトップ 10 の論文がどのように引用されているか

も全部調べました。引用とは何かということを考えた

いので、できれば 100 ぐらいの単位、あるいはもう

少し多くなるかもしれませんが、どこかできっちりと

評価と引用についてまとめたいと思っています。 

調べる中で、この Mendeley に実にたくさん

「ZOOLOGICAL SCIENCE」が出てきていて、私は

本当にびっくりしました。BioOne は Google で

Mendeley の下です。商業的に上下は動かせるのです

が、どちらもノンプロフィットな団体ですから、これ

はショックでした。つまり BioOne のサイトよりも

Mendeley にアクセスが来ているわけで、OA である

わけですから、それはもちろん意味深いのですが、

OA 論文がより多く人々に見られているということは、

実際には大きな問題のように思いました。 

 

前へ前へ前へ 
今後も Mendeley の動きには注目していきたいと思

います。特に今日は図書館の方が多いのでお話しして

おきますが、Mendeley は図書館に対して新しいシス

テムを Swets と組んで開発したと聞いています。何

が出てくるのでしょうか。もちろんクラウドなので、

クラウドのような形で出てくるのだと思うのですが、

一緒に仕事をしている人たちとは、「まさか Elsevier

が Mendeley を買わないよね」「それをやられたらお

しまいだね」という話をしています。 

SPARC を含め、いくつかの国もある意味、威信を

かけてオープンアクセスに誘導しようとした時代があ
（図 31）しかし、、 
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ったのですが、うまくいかないのです。ところが、も

しかしたら Mendeley のシステムを研究者が使うこと

で、研究者が何も考えなくてもその研究行動が学術情

報社会を変えてしまうかもしれません。ただ、クラウ

ドというのは、専門の方に聞くとなかなか悩ましいと

ころがあるようで、それほど単純なものではないそう

です。 

これと並行してもう一つあるのは、著者 ID のこと

だろうと思います。轟先生がこの後に話されますが、

轟先生がクラウドで自分の論文を上げても、本当に轟

先生がそれを上げたかどうか、誰もまだ検証できない

のです。著者 ID、顔写真も入れようという話もある

ようですが、その人が確かにアップしているというこ

とを認めることは、技術が社会を変えてきているので

多分できると思います。そうなってくるとどうなるか。

そして、学会はそれにどう対応するかということでは

ないかと、私自身は考えています。 

今日はこの 3～4 年ほどの話をしましたが、学術情

報流通世界はドッグイヤーよりももっと早いのではな

いでしょうか。1 年前と比べても、今は圧倒的に先に

進んでしまっています。どんなに頑張ってもなかなか

追いつきません。Mendeley は小さな出版社に対して

出版プラットフォームというビジネスモデルを出して

いるそうで、研究者がこれをウエルカムとするなら、

ここを使うのも手かもしれません。 

轟先生に後で補足していただければありがたいと思

うのですが、今後はクラウドというシステムを考えな

ければいけないと思います。手元になくて、本当に空

の上にあるような感じなのですが、そこから学術情報

は変わっていくかもしれないと思いますし、それと評

価の問題は別かもしれないとも思います。 

今、「ZOOLOGICAL SCIENCE」はこのように表

紙を変えています（図 32）。上段中央が今出ている 1

号、下段左が次の 2 号です。魚は時や場所、いろい

ろな条件によって性を変えてしまうのですが、そうい

う論文の写真です。 

私の話は分かりにくいところがたくさんあったと思

います。最後にお詫びをして終わらせていただきます。

どうもありがとうございました。 

 

 

 

（永井） どうしても聞いておきたいことはあります

か。竹内先生、ご自分の学会の話で、何か一言ご意

見などありませんか。 

 

（竹内） 今日のようなお話は、実際に研究者として

あまり考えていなかったのですが、非常に勉強にな

りました。ありがとうございました。 

 

（永井） 研究者の方がお考えにならないのは、仕事

が違うのですから当たり前です。ただ、私は

SPARC に携わってきて、研究者がどう考えるかと

いうことと、研究者の研究行動がどうなるかという

ことが大きなテーマだと実感しています。富岡先生、

どうでしょうか。 

 

（富岡） 私は登録していないのですが、機関リポジ

トリの重要性はよく分かりました。一時期、私の使

っている検索ソフトが古くなり、PubMed を使え

なくなったので、Google から直接キーワードを入

れて検索していたのですが、それでも個人のリポジ
（図 32）「ZOOLOGICAL SCIENCE」 
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UniBio Press 
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トリなどに引っかかって、結構いい情報をいろいろ

と得ることができたのです。オープンアクセスでは

ないジャーナルの場合には、読みたいものが読めな

いということが起こりますが、それも機関リポジト

リから拾ってくると読めます。研究者の側からも非

常に有用なものだということが分かりましたので、

今後はぜひ活用させていただけたらと思います。 

 

（永井） ありがとうございます。今の富岡先生のお

話はとても重要で、先ほどお話しした発光生物で非

常に多くのアクセスを受けている先生は筑波の産総

研にいらっしゃるのですが、ほとんど Google 

Scholar と Google で仕事ができると、今と全く同

じことをおっしゃっていました。ですから、総体的

に見ると本日いたしましたような話ではあるけれど

も、機関リポジトリや、もしかしたら個人のセルフ

アーカイブのようなものに研究者が助けられている

ということもあるのだと、今、富岡先生の話もお聞

きして、そのように思いました。 

富岡先生が、もし「私の論文を岡山の機関リポ

ジトリにデポジットしていい」とおっしゃってく

ださるなら、私が論文などを岡山大学へお送りし

ます。竹内先生も、ぜひともお願いします。ほか

の大学の方も、いろいろな大学に私どもの研究者

がおりますので、ぜひおっしゃってください。お

手伝いさせていただきますので、よろしくお願い

します。 

前田さん、どうでしょうか。 

 

（前田） 今の事情や、一つの雑誌を生み育て、それ

と OA というものの有用性や未来の展望というのは、

とても通覧した分かりやすいお話でした。 

話の筋から少しずれますが、ここには大学図書

館の人間がたくさんいますが、永井さんから大学

図書館の人に言いたいことはありませんか。私た

ちは学会の人間で、大学の教員と直接話すことが

できない。せいぜいが自分のところで出している

雑誌に投稿してきた先生に対してでないと発言す

ることができないわけですが、大学の図書館員は

もっとたくさんの先生と直接口がきける立場にあ

ります。「私がもしその立場にいれば言いたいと思

うことを、なぜあなたたちは言わないのか」と、

言いたくはないですか。大学の図書館にいてもそ

う思うのですから、私が永井さんの立場なら、き

っと言いたいと思うのですが。 

 

（永井） 私は、1 年間だけ、なんちゃって図書館員

をした経験があるのですが、もし私が何か一つだけ

言っていいとしたら、私は、SPARC によって海外

の同じような立場の方やライブラリアンと連携を持

てたことがすごく大きいと思っていますので、日本

のライブラリアンの方々も恐れずに、海外の人たち

がどうやっているかということや、大学出版局は、

California University Press でさえも非常に厳しい

といった状況を見て欲しいと思います。彼らが考え

ていることが決して正しいとは言いませんが、聞い

たことから、では自分たちは次にどうするのかとい

うことを、少し視野を広くして考えていただけると

いいと思います。 

機関リポジトリに関してどうか言われると、そ

れはなかなか難しくて、これまでは及びもつかな

かった考えなので、そのまま前田さんの言ってい

ることに賛同するわけにはいかないのですが、前

田さんは阪大のライブラリアンで、非常に高いと

ころからいろいろなものを見て、はっきりものを

おっしゃる方です。こういう方は、実は日本の大

学図書館のライブラリアンとしては少ないと思い

ます。それでお話を聞いたのですが、前田さんの

されているようなことを日本のライブラリアンの

方々にしていただくといいのではないかと、私自

身は思います。 


